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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

１ 前田 和文議員 １ 広域農道延長要望

の現状について 

 

 

 

 

２ 小規模農家の支援

策について 

(1) 湧水町からカミチク付近まで整備されている広域農道の延長を望

む声を聞いている。県境まで何らかの事業を模索し、延長できれば観

光・物流・その他の産業に大いに貢献できる道路となると考えるが、

見解を示されたい。 

 

 

(1) 伊佐の農業を守るには、小規模または兼業農家の支援が必要であ

る。施策の概要を示されたい。 

 

(2) 国・県との連携も重要と推測されるが、状況を示されたい。 

  

 

市長 

 

 

 

 

 

市長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

２ 福本千枝子議員 １ 耳鼻咽喉科医師不

在について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これまで市内の２つの病院に医師が常駐していただいていたが、色々

の事情により現在、本市においては耳鼻咽喉科の医師不在となっている。

また県立北薩病院の耳鼻咽喉科の診療科目もなくなって長年経過してい

る。現在、診察を受けるにはさつま町、水俣市、人吉市の病院まで 40 分

～１時間かかり大きな負担となる。そこで、 

(1) この状況を市長としてどう捉えているか。 

 

(2) 学校医としての耳鼻科の検診はどうなるのか。 

 

(3) 県立北薩病院は北薩地域の中核病院として、地域住民の生命を守る

使命もあると考える。この県立北薩病院へ医師派遣のお願いをするべ

きと考えるがどうか。 

 

(4) 本市では子育て支援の一つに産婦人科医確保のためにバックアッ

プをしているが、このような支援で耳鼻咽喉科の医師を呼べないか。 

 

 

市長 

教育長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

２ 福本千枝子議員 ２ 鳥獣被害対策につ

いて 

 

 

 

今や鳥獣被害は全国に広がり、有害鳥獣による農作物被害額は 158 億

円（Ｈ30 年度）で全体の約７割がシカ、イノシシ、サルである。また、

森林の被害面積は全国で年間 6,000ｈａ、このうちシカによる被害が 3／

4 を占めている。鳥獣被害は営農意欲の減退、耕作放棄、離農の増加など、

また、車両との衝突事故等の被害も多くある。最近では村里や市街地等

にも侵出し、熊による被害も報道されている。そこで、 

(1) 本市における山林を含め農作物の被害額はどれぐらいなのか。 

 

(2) 捕獲の実績はどれぐらいか。 

 

(3) それぞれの地域の猟友会も高齢化し、狩猟を辞める方々が増えてき

ている。現在の猟友会員と捕獲隊員数とこれまでの推移についても伺

う。 

 

(4) 現在、わな猟を含め捕獲手当として国からの報奨金と伊佐市単独の

報奨金が加わり、有害獣捕獲に隊員の頑張りが見えている。しかし、

11 月１日からの狩猟解禁になると国の報奨金はなく、市から単独でシ

カ、アナグマ、タヌキに 3,000 円だけの報奨金となる。先日、農林水

産省へお伺いし、鳥獣被害対策について説明を受け、有害鳥獣捕獲の

報奨金は年間を通してあるとの事だが、どうなっているのか伺う。 

市長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

３ 柿木原榮一議員 １ 減債基金の現状と

今後について 

 

 

２ 教育委員会の事務

の点検・評価報告書

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 中高生連携推進事

業基金（文化交流）

について 

 

(1) 減債基金残高と減債基金を充当した後の同基金の、当面向こう５年

間の動向を提示せよ。 

 

 

(1) 学識経験を有する者への評価要請を個別に行ったのかどうか。ま

た、その結果はどうであったのか。具体的な答弁を望む。 

 

(2) どのように評価し、今後どのように対処するのか、対処法を伺う。 

 

(3)  確かな学力を育む学校教育の充実を質問した時に、「保護者の責任

を」と答弁されたが、保護者に理解される活動及び市民に協力を仰ぐ

施策をしているのか。より以上の社会教育・生涯教育の充実も必要で

はないか。今後の対策を具体的に示せ。 

 

 

(1)  ある建設会社の寄付で始まった事業であり令和元年で終わるもの

であるが、楽器の購入・修理や中高生の文化活動育成に貢献したと思

うが、継続しないのか。 

 

(2)  音楽活動は情緒教育に重要であると考える。財源確保のために医師

会への協力、ＰＴＡ団体への協力を頂けないものか相談されて、楽器

の購入等や文化活動育成に理解願えないか。また、他に方策はないの

か伺う。 

 

市長 

 

 

 

市長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

４ 岩元 努議員 １ 十曽青少年旅行村

の観光戦略について 

 

 

 

 

 

 

２ 曽木の滝周辺整備

の現状について 

 

 

 

 

３ 里親制度の周知と

課題について 

 

(1) 十曽青少年旅行村の利用に関する現状と課題は。 

 

(2) 管理運営における現状と課題は。 

 

(3) 十曽青少年旅行村の観光戦略の具体策は。（SAP・カヌー・火おこし・

ピザなど体験型観光の導入の検討は） 

 

  

(1) 曽木の滝における滞在型観光の構築に向けての現状は。 

 

(2) 駐車場整備の利便性向上を図る具体策は。（渋滞緩和、バスレーン

の見直し、駐車場拡幅、事故防止策など） 

 

 

(1) 里親制度推進の背景・里親委託の効果・里親の種類は。 

 

(2) 短期の里親とは。（一時預かり、レスパイトケアの受け入れ） 

 

(3) 伊佐市の現状と課題は。 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

市長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

５ 左近充 諭議員 １ 有害鳥獣駆除対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 鶴田保護区伊佐地域の解除を。 

 

(2) 狩猟期間中も保護区の駆除を。 

 

(3) 狩猟期間中も駆除手当を。 

 

  

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年第４回定例会一般質問 
令和元年 12 月２日・４日・６日 （16枚のうち7枚目） 

                                    

- 7 - 

順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

６ 鶴田 公紀議員 １ 庁舎建設について 

 

 

 

 

 

 

２ 中央公園の移転先

について 

 

(1) 市民ワークショップの出席人員、内容等について伺う。 

 

(2) 具体的進捗状況等は。 

 

(3) 今後の事業スケジュールは。 

 

 

(1) 移転場所は。 

 

(2) 具体的内容について（一括・分割等々） 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

市長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

７ 今村 謙作議員 １ 空き家・空き店舗

バンクについて 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 空き家・空き店舗バンク創設以来、現在までの状況を伺う。 

 

 

  

 

 

 

市長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

８ 谷山 大介議員 １ 新庁舎建設につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子ども医療費の無

料化について 

 

(1) 伊佐市新庁舎建設基本構想等について伺う。 

 

(2) 新庁舎建設検討委員会について伺う。 

 

(3) 第 10 回伊佐市新庁舎建設検討委員会での伊佐市新庁舎建設基本計

画について伺う。 

 

(4) 市民ワークショップについて伺う。 

 

 

(1) 子ども医療費無料化について市長の見解を伺う。 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

９ 山下 和義議員 １ 社会福祉協議会が

行う給食サービス等

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 耳鼻咽喉科等の医

療体制について 

介護保険事業の高齢者生活支援サービス事業は、社会福祉協議会が行

う給食サービスの配達の時にその安否確認の費用を負担している事業で

ある。ただ、この給食サービスが高いという声がある。そこで次のこと

について市長の見解を伺う。 

(1) 健康は食からであると思う。市が少し負担をして給食サービスを

500 円に出来ないか。 

 

(2) 届けられた給食を今以上に安全に美味しくいただくために、発泡ス

チロールの箱を各家庭においてみてはどうか。 

 

(3) 民間の宅食業者も高齢者の家庭に弁当を届けている。少しでも補助

が出来ないか。 

 

 

昨年の 12 月議会で北薩病院の充実について質問した。その後、今年に

なって伊佐市内の耳鼻咽喉科の医師がいなくなり市内の医療体制に市民

が不安を覚えている。そこで、次のことについて市長の見解を伺う。 

(1) 市内に耳鼻咽喉科の医師がいない。いろいろな所に影響が出てい

る。その対策はどうなっているのか。（障害認定、難聴者に対する対策、

学校医） 

 

(2) このことで、医師会等と協議されたのか、また、大学病院等に何回

働きかけをされたか。 

 

(3) 本当に北薩病院の充実は伊佐市の市民にとって喫緊の課題である。

市長の在任中に道筋をつけていただきたいが、どうか。 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

９ 山下 和義議員 ３ 建設工事等の予定

価格の公表について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 市長としての 24

年間の自身に対する

政治評価について 

県は入札の前に予定価格等を公表していると思う。予定価格を公表す

ることで業者の方々が本当に適正な価格で競争することができるのでは

ないかと思う。そこで、 

(1) プロポーザルの時は全体の事業費を公表して良いプレゼンに対し

て評価し、業者が決定される。そのプレゼンの中には当然ながら従業

員等に対する十分な対価も計算されていると思う。伊佐市の建設工事

等の予定価格を公表することで働いている方々の待遇改善につなが

り、ひいては市内の消費拡大になると思う。事前公表する考えはない

か。 

 

 

伊佐市の市長として 11 年、大口市長の時から含めると 24 年になる。

その間、市長として４年ごとの選挙のたびにマニフェストを出されそれ

を市民に約束されている。そこで、 

(1) マニフェストで出されて実行できなかった大きな事業はどういう

ものがあったのか。その原因をどのように分析しているのか。 

 

(2) それらのことに対する市長としての責任をどう感じているのか。 

 

(3) 市長が支持してきた事業の中で継続していない事業もある。伊達市

の移住事業の研修や、コメの海外輸出等について 

 

(4) これらのことを踏まえ、今の伊佐市の状況をどういうふうに感じて

いるのか。 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

10 久保 教仁議員 １ 伊佐農業の将来展

望を示せ 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 2015 年に農林業センサスが行われ、2020 年にも行われる。この 2015

年の農業従事者の数値はどうだったのか。また、現在の農業従事者の

把握はなされているか。 

 

(2) 伊佐市全水田のうち、主食用米・加工用米・ＷＣＳのほか、大豆・

ネギ・水田ゴボウ・かぼちゃ等重点野菜の面積はどうなっているか。 

 

(3) 担い手とそれ以外の農業従事者の比率はどうか。 

 

(4) 主食用米の今年度の生産量の見込みはどうか。 

 

(5) 飯米以外の主食用米は、伊佐米として流通しているか。 

 

(6) 【おいしいお米は伊佐米】伊佐ブランド認証米としてＴＶコマーシ

ャルを打っているが、その効果はどうか。また、伊佐ブランド認証米

の認証を受けている農業者の年度別推移はどうか。 

 

(7) 伊佐市では【米 食味評価システム】を採用され、各農家から提出

されたサンプルを、食味分析をしていただいている。米作農家にとって、

有難い施策である。サンプル提供した個々人は、それぞれ結果に次年度

への対策を講じておられると思うが、サンプル全体の分析はなされてい

るか。 

 

市長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

11 植松尚志郎議員 １ 人口減少について 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 人口減少に対して、何らかの対策を講じるべきではないかと考える

が、市長の考えを伺う。 

 

 

  

 

 

 

市長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

12 武本 進一議員 １ 特定健診における

受診率向上の推進を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 高齢者に対するフ

レイル（虚弱）健診

について 

 

 

 

 

 

(1) 過去３年間の特定健診受診率について、その推移を伺う。 

 

(2) そのうち、各がん検診の中で一番受診率が低いのは何か。 

 

(3) 本市での受診率を上げるために今までどのような取組をしてきた

か。 

  

(4) 特定健診の受診率がさらに向上するためにはどのような対策が必

要と考えるか。 

 

 

(1) 令和２年度から 75 歳以上を対象に、新たなフレイル健診が実施さ

れる。本市で導入する時期と、どのような内容なのかを伺う。 

 

(2) 健診の質問内容が変わることにより、改善が見られるものは何があ

るか。 

 

(3) フレイル健診についてこれからの課題と思われる点について伺う。 

 

(4) 今後の健診のあり方について市長の見解を伺う。 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

13 畑中 香子議員 １ 市長の政治姿勢に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活保護行政につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

安倍内閣が史上最長の内閣となったが、アベノミクスの影響で所得格

差が広がり、大企業や株主など一部の富裕層の所得は伸びたが、６～７

割の国民の所得が下がり年金も引き下げられている。一方で、消費税が

２回にわたり引き上げられ、物価も上がり家計消費が減少している。 

国の悪政が市民の暮らしを厳しくしているときこそ市民のくらしを守

る防波堤としての市政が求められるが、市長は昨年国保税を大幅に値上

げし、市民の暮らしをさらに厳しくしている。 

(1) 高すぎる国保税を引き下げて誰もが安心して支払える税額とする

べきだがどうか 

(2) 国による介護労働者や保育士の処遇改善が行われたが、市内の各労

働者の処遇改善につながったのかどうか。 

(3) 子ども医療費を中学校卒業まで無料化とするべきではないのか。 

(4) 農業後継者の育成など農業振興について重点的に施策を行うべき

ではないのか。 

 

 

(1) 生活保護申請時の窓口対応として生活保護法に定められた、申請に

必要な「氏名・住所・保護を申請する意思の確認が出来れば申請を受

け付けなければならない」との取り扱いを遵守しているかどうか。 

(2) 法律から逸脱した、ローカルルールによる取り扱いが横行していな

いか。 

(3) 車の使用に対して国の指針に従い、原則禁止との取り扱いを見直す

べきではないのか。 

(4) 利用者の自立のため、または健康で文化的な最低限度の生活を送る

ために、利用者の立場に立った取り扱いをするようケースワーカーへ

の指導を徹底するべきではないのか。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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順位 発 言 者 質 問 事 項 質 問 の 要 旨                  質問の相手 
長から委任を

受けた説明者 

13 畑中 香子議員 ３ 庁舎建設について 

 

(1) 菱刈庁舎の取り扱いについて支所の定義について精査していると

のことだったが、結論は。 

(2) ３回目のワークショップで検討されるとしていた「規模」について、

どのような検討がなされたのか。 

(3) ８千㎡ 40 億円もの大きすぎる庁舎はいらない、などの住民の声に

どうこたえてきたのか。「はじめから住民の意見が取り入れられる余

地はなかった、市の考える構想ありきだったのでは」との声が多く上

がっている。住民説明会やアンケートを行うべきではないのか。 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


